
富山高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 基礎数学ＢⅠ
科目基礎情報
科目番号 0003 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械システム工学科 対象学年 1
開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材 教科書：『新基礎数学 改訂版』（大日本図書） / 問題集：『新基礎数学問題集 改訂版』（大日本図書） / 参考書：『改
訂版 ニューアクションβ 数学Ⅰ＋Ａ』，『改訂版 ニューアクションβ 数学Ⅱ＋Ｂ』（東京書籍）

担当教員 長田 治
到達目標
1．三角比と三角関数の定義を理解し，三角比の値や一般角の三角関数の値を求めることができる．
2．角を弧度法で表現することができる．
3．正弦，余弦，正接の相互関係を理解し，それを用いた問題を解くことができる．
4．三角関数の性質を理解し，グラフをかくことができる．
5．三角関数を含む基本的な方程式や不等式を解くことができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
三角比と三角関数の定義を理解し
，様々な三角比や一般角の三角関
数の値を求めることができる．

三角比と三角関数の定義を理解し
，基本的な三角比や一般角の三角
関数の値を求めることができる．

三角比や三角関数の定義を理解し
ていない．三角比や一般角の三角
関数の値を求めることができない
．

評価項目2 一般角を弧度法で表現することが
できる．

典型的な角を弧度法で表現するこ
とができる．

角を弧度法で表現することができ
ない．

評価項目3
正弦，余弦，正接における相互関
係を理解し，それらを応用できる
．

正弦，余弦，正接における相互関
係を理解し，それを用いた基本的
な問題を解くことができる．

正弦，余弦，正接の相互関係を全
く理解していない．

評価項目4
三角関数の性質や周期を理解し
，様々なグラフを描くことができ
る．

三角関数の基本的な性質を理解し
，基本的なグラフを描くことがで
きる．

三角関数の性質を理解していない
．三角関数のグラフを全く描くこ
とができない．

評価項目5
三角関数を応用し，三角関数を含
む様々な方程式や不等式を解くこ
とができる．

三角関数を含む基本的な方程式や
不等式を解くことができる．

三角関数を含む基本的な方程式を
全く解くことができない．

学科の到達目標項目との関係
ディプロマポリシー 3
教育方法等

概要
「基礎数学ＡⅠ」，「基礎数学ＡⅡ」，「基礎数学ＢⅡ」，「基礎数学Ｃ」とともに，本校初年次の数学学習を構成し
ている．「基礎数学ＢⅠ」は重要な内容を含むため，必修科目となっている．高等専門学校で学ぶ数学のスタートであ
るから，できるだけ丁寧に講義する．工学及び他教科で必要となる数学的手法や計算技術の習得のために講義と並行し
て演習を適宜行う．

授業の進め方・方法

基本的に教科書に沿った内容を扱うが，適宜内容を補ったり省略することもある．
予習として，授業の前には必ず教科書・教材を読んでくること．また，本文中の問題を解いてくることが望ましい．
授業中は原則として，学生自ら問題を解く演習の時間も設ける．
予習および授業で解らなかったところはすぐに復習して理解するように努めて欲しい．内容が消化不良のまま放置する
のは大変危険である．他の学生との学び合いや，積極的な質問を推奨する．
 基本的な内容を理解するだけでは不足であり，繰り返し訓練をしなければ身に付かない．教科書の問題や問題集を解く
など，試験直前だけでなく普段から各自で訓練を必要とする．
授業計画は，学生の理解度等に応じて変更する場合がある．

注意点

筆記試験（中間試験・期末試験）以外に，小テストを実施する可能性がある．
評価は，筆記試験および小テストの成績を元に約9割，演習や課題などの成績を元に約1割の割合で評価する．
期末評価は，中間までの評価と中間以降の評価の概ね平均をとって最終的な評価とする．
以上の成績評価の割合は，事前に予告した上で変化させる場合がある．

本科目では，50点以上の評価で単位を認定する．
評価が50点に満たない者は，願い出により追認試験を受けることができる．
追認試験の結果，単位の修得が認められた者にあっては，その評価を50点とする．

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 ガイダンス
三角比とその応用　三角比の定義・鋭角の三角比

鋭角の三角比の定義を理解し，その値を計算すること
ができる．

2週 三角比とその応用　鋭角の三角比・鈍角の三角比 鈍角の三角比の定義を理解し，その値を計算すること
ができる．

3週 三角比とその応用　鈍角の三角比・三角比の相互関係 鈍角の三角比・三角比の相互関係を理解し，利用する
ことができる．

4週 三角比とその応用　三角比の相互関係・三角形への応
用 三角比を三角形の問題へ応用することができる．

5週 三角比とその応用　三角形への応用・正弦定理・余弦
定理

三角比・正弦定理・余弦定理を理解し，利用すること
ができる．

6週 三角比とその応用　三角形への応用・正弦定理・余弦
定理・三角形の面積

三角比・正弦定理・余弦定理を理解し，それらを応用
して，三角形の面積を求めたり，図形に関する問題を
解くことができる．

7週 演習・まとめ
8週 中間試験



2ndQ

9週 中間試験の解説・講評
三角関数　一般角と三角関数

一般角および一般角の三角関数の定義を理解し，計算
することができる．

10週 三角関数　一般角と三角関数・弧度法 一般角の三角関数・弧度法の定義を理解し，計算する
ことができる．

11週 三角関数　弧度法・三角関数の性質 三角関数の性質を理解し，それらを利用することがで
きる．

12週 三角関数　三角関数の性質・三角関数のグラフ 三角関数の周期やグラフを理解し，基本的な三角関数
のグラフを描くことができる．

13週 三角関数　三角関数のグラフ・グラフの拡大と縮小 グラフの拡大と縮小を理解し，様々な三角関数のグラ
フを描くことができる．

14週 三角関数　三角関数の方程式と不等式 三角関数の方程式と不等式を解くことができる．
15週 期末試験

16週 期末試験の解説・講評
前期のまとめ・後期に向けたアドバイス

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 数学 数学 数学

角を弧度法で表現することができる。 2
鋭角の三角比及び一般角の三角関数の値を求めることができる。 2 前10,前11
三角関数の性質及びグラフを理解し、三角関数を含む方程式・不
等式を解くことができる。 2 前11,前

12,前13
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 90 0 0 0 0 10 100
基礎的能力 90 0 0 0 0 10 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


